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ス
ロ
イ
ス
が
金
沢
医
学
館
で
、
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
金
沢
病
院
医
学
所で行った医学教育についての論文はすでに幾つかあるが、
舎密学の講義について触れたものは少ない。今回この二人
の講義の講義録を基にその内容の化学史的考察を行った。
わ
が
国
の
草
創
期
の
化
学
教
育
と
外
国
人
教
師
慶応二年に長崎に着たハラタマは、明治二年東京から大
阪に移り、舎密局で物理学・化学の講義をした。その講義
記録は「理化新説」として残されている。次いで同三年十
二月よりリッテルが化学・物理の講義を引き継いだ。これ
は「化学曰記」「物理日記」として残されている。二人の
行った講義は、従来、新式化学がはじめて系統的に講義さ
れたものと云われていたが、元素表や分子式の表記は現在
のものとはかけ離れたものである。これは一八五七年に出
版されたウトレヒト陸軍軍医学校のファン・デン・プロッ
〔特別講演〕
ス
ロ
イ
ス
と
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
最
新
化
学
の
講
義
金
沢
大
学
名
誉
教
授
板
垣
英
治
クの化学教科書と比較すると、二人の講義は一八六○年以
前のヨーロッパの化学を講義していたことが分かる。
ス
ロ
イ
ス
の
「
舎
密
学
」
ス
ロ
イ
ス
は
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
卒
の
陸
軍
一
等
軍
医
で
あり、加賀藩との契約で明治四年三月（一八七一）に金沢
に到着し、金沢医学館教授として医学生の教育と病院での
患者の治療を行った。彼は基礎科目から医学の広い領域ま
での講義を一人で行ていた。その講義は藤本純吉により筆
記されたものが多く残されている。その中の「舎密学巻
之一、巻之一一』には、通論と各論があり、「巻之この各
論は「無機抱合物第一篇」として非金属元素十五種につい
ての化学を記している。巻之二では、通論では鉱属（金属）
元素二十三種の分類と結晶論が、各論ではそれらの鉱属元
素の化学が記されている。本講義録で最も注目される点は、
同時期に大阪舎密局でハラタマとリッテルが行った化学講
義とは大きく異なっており、その内容は斬新なものであり、
まさに「最新化学」であった事である。それは一八六七年
にロンドンの【旨、の○・」］の、①の三・シ・言】］］臼により出版
された化学テキスト『回］の曰のヨの。帛二の目印←ご』を参考資
料としての講義であった。
スロイスは元素標目（元素表）で六十三元素をあげ、そ
－７３－
れぞれの元素名、元素記号、和合量（原子量）、価数（原子
価）を記している。この表には、ルビジウム、インジウム、
タ
リ
ウ
ム
等
が
含
ま
れ
、
当
時
の
最
新
の
デ
ー
タ
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
分
か
る
。
ま
た
原
子
量
、
原
子
価
の
扱
い
は
新
し
く
、
原子、分子の概念、化学反応の法則（倍数比例の法則、定比
例の法則、気体の法則）、ダルトンの原子説、ケクレの分子
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
分
子
式
で
は
「
舎
密
性
現
象
ハ
必
ズ
分
子
式
デ
以
テ
徴
ス
ベ
シ
」
と
述
べ
て
、
塩
素
酸
カ
リ
の
熱分解反応を民○］○酉Ⅱ』【○」十四○鱈で表している。この表
記
は
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
ハ
ラ
タ
マ
、
リ
ッ
テルの化学では見られないものであった。
原
子
価
で
は
同
一
グ
ル
ー
プ
の
元
素
は
同
じ
数
の
水
素
原
子
と
「
抱
合
」
（
化
合
）
す
る
事
を
示
し
、
１
価
、
２
価
、
３
価
、
４
価
の
元素の例を挙げて説明して、アンモーーァと塩化水素との反
応をｚ日出霞十四○］ⅡＺ室一○］で表している。当時、反応基を
「
ラ
ジ
カ
ー
ル
」
と
呼
び
、
硝
酸
、
硝
酸
塩
中
に
は
ｚ
Ｐ
ラ
ジ
カ
ー
ル
が
存
在
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
一
八
五
○
年
代
末
に
ケ
ク
レ
に
より提案された分子モデルを説明して、水、水酸基、硫酸、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
子
を
こ
の
モ
デ
ル
で
表
し
て
い
る
。
「
ダ
ル
ト
ン
の
原
子
説
」
を
窒
素
酸
化
物
に
見
ら
れ
る
抱
合
法
則
に
よ
っ
て
説
明
し
、
ダ
ル
ト
ン
は
初
め
て
「
ア
ト
ム
テ
オ
リ
ー
」
を
発
明
し
た
と
述
べ
、
ま
た
分
子
式
の
持
つ
意
味
の
説
明
も
し
た
。
各
論
で
は
十
五
種の非金属元素とその化合物について記している。例えば
水素の項にある酸化水素、水の部分では、
酸化水素即水Ⅱ重呉の届←・閉○二」のまたは三巴のＨ
分
子
量
十
八
稠
密
九
符
号
国
軍
○
「水ハ水素ヲ火気中或ハ酸素中一一焚焼スルーー由テ生ス
己二百年前一一○巴の己］、＆氏水ハ水素ノ容一一分ト酸素ノ容
一分ヨリ成ルコトヲ発明セリ。（以下略上と記して、その
試験法を三種挙げている。水の分子式をハラタマは「四○」
で、リッテルは田噌○」で記した。スロイスにより初めて
「困ら」と記すことが教えられたのである。
鉱属の固形体の「アトーム」温について記しているが、
こ
れ
は
「
原
子
熱
」
で
あ
り
、
ノ
イ
マ
ン
ー
コ
ッ
プ
の
法
則
で
あ
る
。
鉱属元素は第一綱シ」言］言の宮」のＰ第一一綱シ日＆］百］］
曰の富］のＰ第一一一綱シＰａ目の←巴のＰ第四綱国鳥巴・のご》第
五綱胃日日・ので》第六綱曰旨四・の己・第七綱三・］ヰロ目
四・のご》第八綱レョ旨・ロ目白四・の石・第九綱■。。』四・のご》
第十綱星弓の円酉・のご》第十一綱○・＆四・の己に分けられて
いる。結晶論では一般的な説明に続き、その形状を六種の系統
（
晶
系
）
に
分
け
て
実
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
も
わ
が
国
で
の
結
晶
学
の
初
め
て
の
講
義
と
言
え
る
。
各
論
で
は
、
カ
リ
ウ
ムで「カリウムノ砦の◎す巨曰焔ハーー箇ノ透明ナル線ヨリ成
7４
リ、而其一線ハ『スペクトリュム』ノ赤部、其一線ハ紫色
部
ニ
ァ
リ
」
と
説
明
し
て
分
光
器
の
図
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ミ
ラ
ー
の
テ
キ
ス
ト
の
図
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ス
ロ
イ
ス
は
医
師
で
あ
る
か
ら
、
医
学
に
有
用
な
化
学
物
質
、
ま
た
有
毒
な
化
学
物
質
の
説
明
も
多
く
し
て
い
る
。
以
上
、
本
書
の
特
徴
は
、
Ⅲ
一
八
六
○
’
七
○
年
代
の
新
し
い
化
学資料により記載されていること、②原子、分子の概念が
十
分
に
説
明
さ
れ
、
原
子
量
、
分
子
量
で
そ
れ
ぞ
れ
を
表
示
し
て
い
る事、③分子式が導入され、化学反応が分子式で表示され、
その持つ意味を説明していること、側原子間の結合には原
子価を用いて説明している、⑤気体の性質からアポガドロ
説の説明がされている事である。また、各論で非金属元素
および金属元素について、その多くの化合物の製法、性質
を記している事であり、スロイスは当時のヨーロッパの最
新
化
学
を
講
義
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
「
有
機
化
学
」
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
明
治
八
年
七
月
か
ら
石
川
県
金
沢
病
院
内
の
医
学
所
で
、
基
礎
医
学
の
一
つ
と
し
て
「
有
機
化
学
」
の
講
義
を
行
っ
た。その講義録が藤本純吉筆記「有機化学巻之一’四」と
して残っている。
本講義では有機化学の基礎から始まり、脂肪族化合物と
芳香族化合物の化学、天然物化学、発酵化学、蛋白質化学、
生理化学、動植物化学、合成化学に及ぶ広い領域を含み、
引
用
さ
れ
て
い
る
化
合
物
の
数
は
約
二
五
○
種
に
及
ん
て
い
る
。
こ
の
事
は
最
新
の
本
格
的
な
有
機
化
学
の
講
義
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
当
時
わ
が
国
で
「
有
機
化
学
」
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
開
成
学
校
東
校
で
の
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
に
よ
る
講義のみである。ところが彼がどのような有機化学の講義
を
行
っ
た
か
は
、
完
全
な
講
義
録
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
た
め
に
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
講
義
録
は
わ
が
国
で
の
本
格的な有機化学の講義の記録として貴重な資料である。
実験式と罰口は。ご巴の、○円目巳の（示性式）について説明し
て「有機化学ニオイテハコノ切巴」・目］の閉○局目巳のハ必要
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
也
」
と
強
調
し
て
い
る
。
構
造
異
性
体
で
は
○四旨の一一一種の異性体をケクレモデルで説明している。有
機化合物の元素分析は「モルキュライレホルミュレノ確定」
に
必
要
で
あ
り
「
蒸
気
稠
密
ノ
確
定
法
」
お
よ
び
炭
素
、
水
素
、
酸
素
、
窒
素
、
硫
黄
等
の
定
量
分
析
法
を
記
し
て
い
る
。
当
時
、
有
機
化
合
物
の
元
素
分
析
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
事
は
、
本
書
に
書
か
れ
て
い
る
化
合
物
が
殆
ど
す
べ
て
分
子
式
で
示
め
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
分
か
る
。
各
論
で
は
多
く
の
化
合
物
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
化合物名と分子式、その合成法と性質等が記されている。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
酒
石
酸
、
糖
類
の
旋
光
性
」
－７５－
コンゼン環」「天然有機化合物」と「有機化合物の合成」
である。
パスッールによって発見された酒石酸及びその塩の旋光
性について詳しく記されている。「尋常ノ酒石酸ハ『ポラ
リサーシー』面ヲ右方二転回ス、故一三レヲ右転回酒石酸
卜唱フル事アリ、コノ右転回酒石酸ノ他、酒石ヲ以テ形成
スル或ル酒石酸ハ『ポラリサーシ」面ヲ全ク転回セザル者
アリ、之ヲ葡萄酸卜唱フ。」左転回酒石酸は左旋性酸、右
転回酒石酸は右旋性酸である。さらに十二種の糖類の旋光
性についても記している。芳香族化合物では「此抱合物中
最モ単一ナル者ハロ①目・」Ｐ国。ナリ。国の目・」ハ炭素ノ飽和
抱合ニシテ、炭素ノー十四和合位ヲ有シ、其ノ和合位十八
ケハ互上一一抱合、六ケハ水素ト抱合ス。コノ抱合ノ性質ハ
左ノ図二就テ明ナリ。」と記して、ケクレの炭素原子モデ
ルを用いて環式モデルを示している。これは六角形モデル
の前段階のものであり、これを基に現在使用されているベ
ンゼンの環状モデルが作られたのである。ベンゼン化合物
の置換体とその構造異性体の説明をしている。ナフタリン
の環状構造式が示されている事も注目される。生理活性を
持つ天然有機化合物四十種について記していることも重要
である。
また、’八二八年にヴェーラーによってシアン酸アンモ
ニウムから尿素が合成された有機化学史上の重要な出来事
を説明し、カーバイドを出発物質としての馬尿酸の有機合
成を記している。
次に微生物による発酵反応について記している。
「賠醸作用ヲナス物体一六一種固有ノ分析性ヲ有スル窒素
含有蛋白質状体ヲ含ムモノニシテ、此体ヲ含マザル時ハ白
ラ賠醸シ克ハサル者也。コノ如キ蛋白質体ヲ賠素Ⅱ可日日の
三の皀卜号ク。」また、「佛国ノ有名ナル理学家宅Ｐ里の自氏
一新説ヲ発明セリ。同氏ハ太夕貴重ナル発明ヲ為セリ。則
チ雰囲気中ニハ数百万ノ顕微鏡上動植物ノの□・Ｈｇの口
屋の曰のロノ浮遊スルヲ発明セリ。」と記し、さらにパスッー
ルが行ったすのヨーロの・宍の」・己のロ色口、宍を使用した実験により、
空気中に浮遊する「顕微鏡上動植物」が落下して滋養を含
む溶液（培地）で発育・増殖する事を述べて、これも賠醸
作用に他ならないと記している。アルコール発酵、酢酸発
酵、乳酸発酵についても記している。これはパスッールが
一八五七年に発表した「生命の自然発生を否定する」有名
な学説であり、ホルトルマンにより、明治八年に講義され
ていたことは注目される。
酵素として「ジアスターゼ」「ペプシン」の説明が見ら
れる。また、アルブミン、フィプリンなど七種の動植物蛋
白質について記し、「蛋白質体トハ動物ノ体中一一多ク存在
7６
ス
ル
処
ノ
窒
素
含
有
抱
合
物
ヲ
云
う
者
ニ
シ
テ
、
又
植
物
中
ニ
モ
存
在シ、殊二種子中二存在ス。蛋白質体ノ成分ハ未夕全く詳
ナラス。但シ諸蛋白質体ハ大ナル『モリキュライレ』重ヲ
有
シ
、
又
其
成
分
未
夕
詳
ナ
ラ
サ
ル
ノ
理
ハ
其
試
検
甚
夕
困
難
ナ
レ
パ
ナ
リ
。
」
と
記
し
て
い
る
。
当
時
、
す
で
に
タ
ン
パ
ク
質
の
元
素
組
成
を
調
べ
る
試
み
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
幾
つ
か
の
呈
色
反応も知られていた。生理的化学では「化学中二於イテ最
モ肝要ナル部分ハ生理的化学一一シテ、此化学二於イテハ動
物
ノ
有
機
器
械
内
二
於
イ
テ
製
ス
ル
化
学
性
作
用
二
探
策
ス
ル
者
ナ
リ。」とその重要性を強調している。この事は現今の生命
科
学
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
「
生
命
現
象
の
分
子
レ
ベ
ル
」
で
の
解明こそ科学者に課せられた課題である。
ス
ロ
イ
ス
が
講
義
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た
ミ
ラ
ー
の
テ
キ
ス
ト
は
現
在
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
この本には蔵書印として「学校」「医学館」の印影があり、
こ
の
事
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
明
治
以
前
に
加
賀
藩
の
藩
校
で
購
入
さ
れて、その後金沢医学館で使用されたことを意味している。
従ってホルトルマンもこのテキストの宮門二「○缶四日○
ｓの目印←ご」を使用したと推定され、また有機化学の講義
の内容からもこの事は支持される。
ホルトルマンが石川県金沢病院で行った有機化学の講義
でパスッール学説及びフェルメント（発酵素、賠素）、アル
コ
ー
ル
発
酵
（
賠
醸
）
等
を
取
り
上
げ
て
詳
し
く
説
明
し
た
。
一
八
八七年（明治二十年）に矢部辰三郎が「ばくてりあ病理新
説
」
を
出
版
し
、
パ
ス
ッ
ー
ル
及
び
コ
ッ
ホ
の
「
病
原
細
菌
学
」
を
初めてわが国で紹介したことが、藤野恒三郎の「日本細菌
学
史
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
明
治
八
年
に
行
っ
た
パ
ス
ッ
ー
ル
に
関
す
る
講
義
は
改
め
て
わ
が国の細菌学史、微生物学史、生化学史等を検討する必要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
東
京
開
成
学
校
で
の
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
化
学
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
八
七
八
年（明治十一年）に「日本酒醸造編」の論文で「酒の火入
れ
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
事
は
、
彼
が
す
で
に
加
温
滅
菌
法
会
ス
ッ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
こ
を
知
っ
て
い
て
、
講
義
に
取
り
入
れ
て
い
た
可
能性を示唆している。
以
上
、
明
治
八
年
に
始
ま
っ
た
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
有
機
化
学
の
講
義
は
、
そ
の
内
容
の
豊
富
な
事
、
新
し
い
事
柄
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
事
は
、
ス
ロ
イ
ス
の
無
機
化
学
と
共
に
他
に
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
藤
本
純
吉
の
講
義
録
『
有
機
化
学
』
は
最
新
有
機
化
学
の
わ
が
国
へ
の
伝
米
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
が
、
金
沢
に
お
い
て
行
な
っ
た
化
学
講
義
は
、
従
来
の
東
京
を
中
心
と
し
た
化
学
史
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
－７７－
